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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年5月31日(2012.5.31)

【公表番号】特表2010-526076(P2010-526076A)
【公表日】平成22年7月29日(2010.7.29)
【年通号数】公開・登録公報2010-030
【出願番号】特願2010-506507(P2010-506507)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  39/395    (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
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   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/10     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/18     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/14     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｄ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    ＺＮＡＡ
   Ｃ０７Ｋ  16/28    　　　　
   Ａ６１Ｋ  45/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  33/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/14    　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/20    　　　　
   Ａ６１Ｋ  39/395   　　　Ｎ

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月6日(2011.4.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　（発明の要旨）
　本発明は、Ｃ３オプソニン化病原体の細胞表面への結合を遮断する抗ＣＲＩｇ抗体並び
にそのような病原体の細胞侵入を防止し、及び／又は生存を阻止するためのその使用に関
する。
　本発明は、例えば以下の項目を提供する。
（項目１）
　天然配列ＣＲＩｇポリペプチドのＣ３ｂ及び／又はｉＣ３ｂとの結合を遮断し、並びに
細胞内病原体のＣＲＩｇ媒介補体依存性細胞侵入を阻害し、又は血液循環から細胞内病原



(2) JP 2010-526076 A5 2012.5.31

体を除去するＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目２）
　抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である項目１に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目３）
　モノクロナール抗体又はその断片である項目２に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目４）
　該抗体断片がＦａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、ｓｃＦｖ、（ＳｃＦｖ）２、ｄＡｂ
、相補性決定領域（ＣＤＲ）断片、直鎖状抗体、単鎖抗体分子、ミニボディ、ダイアボデ
ィ、および抗体断片から形成した多特異性抗体からなる群から選ばれる項目３に記載のＣ
ＲＩｇアンタゴニスト。
（項目５）
　１４Ｇ８（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８２９８）、３Ｄ１０（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ
－８２９９）及び２Ｈ１（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８３００）又はこれらの断片からな
る群から選ばれる抗ＣＲＩｇ抗体と同じエピトープに基本的に結合するモノクロナール抗
体である項目３に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目６）
　１４Ｇ８（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８２９８）、３Ｄ１０（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ
－８２９９）及び２Ｈ１（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８３００）又はこれらの断片からな
る群から選ばれるモノクロナール抗ＣＲＩｇ抗体である項目３に記載のＣＲＩｇアンタゴ
ニスト。
（項目７）
　前記抗体がキメラ型、ヒト化型もしくはヒト型又はこれらの断片である項目３に記載の
ＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目８）
　前記抗体がヒト化型抗体又はその断片である項目７に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目９）
　前記細胞内病原体がウイルス、寄生生物、細菌、真菌及びプリオンからなる群から選ば
れる項目１に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１０）
　前記病原体がＲＮＡ又はＤＮＡウイルスである項目９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト
。
（項目１１）
　前記ウイルスがヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、Ａ、Ｂ及びＣ型肝炎ウイルス、単純
疱疹ウイルス（ＨＳＶ）、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）、エプスタイン‐バーウイル
ス（ＥＢＶ）ならびにヒト乳頭腫ウイルス（ＨＰＶ）からなる群から選ばれる項目１０に
記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１２）
　前記病原体が寄生生物である項目９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１３）
　前記病原体が細菌である項目９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１４）
　前記病原体が真菌である項目９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１５）
　前記病原体がプリオンである項目９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
（項目１６）
　項目３に記載の抗体をコードする核酸又はその断片。
（項目１７）
　担体と混合された項目１又は項目３に記載のＣＲＩｇアンタゴニストを含む組成物。
（項目１８）
　医薬組成物である項目１６に記載の組成物。
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（項目１９）
　細胞内病原体のＣＲＩｇ媒介補体依存性細胞侵入を阻害する方法であって、有効量のＣ
ＲＩｇアンタゴニストを必要とする哺乳動物である対象に投与することを含む方法。
（項目２０）
　前記哺乳動物である対象がヒトである項目１９に記載の方法。
（項目２１）
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である項目２０に記載の方
法。
（項目２２）
　哺乳動物である対象の血液循環から細胞内病原体を除去する方法であって、有効量のＣ
ＲＩｇアンタゴニストを前記対象に投与することを含む方法。
（項目２３）
　前記哺乳動物である対象がヒトである項目２２に記載の方法。
（項目２４）
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である項目２３に記載の方
法。
（項目２５）
　感染症の予防又は治療のための方法であって、有効量のＣＲＩｇアンタゴニストを必要
とする哺乳動物である対象に投与することを含む方法。
（項目２６）
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である項目２５に記載の方
法。
（項目２７）
　ＣＲＩｇアンタゴニストと前記ＣＲＩｇアンタゴニストを投与して感染症を治療するた
めの使用説明書とを含むキット。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　天然配列ＣＲＩｇポリペプチドのＣ３ｂ及び／又はｉＣ３ｂとの結合を遮断し、並びに
細胞内病原体のＣＲＩｇ媒介補体依存性細胞侵入を阻害し、又は血液循環から細胞内病原
体を除去するＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項２】
　抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である請求項１に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項３】
　モノクロナール抗体又はその断片である請求項２に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項４】
　前記抗体断片がＦａｂ、Ｆａｂ’、Ｆ（ａｂ’）２、ｓｃＦｖ、（ＳｃＦｖ）２、ｄＡ
ｂ、相補性決定領域（ＣＤＲ）断片、直鎖状抗体、単鎖抗体分子、ミニボディ、ダイアボ
ディ、および抗体断片から形成した多特異性抗体からなる群から選ばれる請求項３に記載
のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項５】
　１４Ｇ８（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８２９８）、３Ｄ１０（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ
－８２９９）及び２Ｈ１（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８３００）又はこれらの断片からな
る群から選ばれる抗ＣＲＩｇ抗体と同じエピトープに基本的に結合するモノクロナール抗
体である請求項３に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
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【請求項６】
　１４Ｇ８（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８２９８）、３Ｄ１０（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ
－８２９９）及び２Ｈ１（ＡＴＣＣ寄託番号ＰＴＡ－８３００）又はこれらの断片からな
る群から選ばれるモノクロナール抗ＣＲＩｇ抗体である請求項３に記載のＣＲＩｇアンタ
ゴニスト。
【請求項７】
　前記抗体がキメラ型、ヒト化型もしくはヒト型又はこれらの断片である請求項３に記載
のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項８】
　前記抗体がヒト化型抗体又はその断片である請求項７に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト
。
【請求項９】
　前記細胞内病原体がウイルス、寄生生物、細菌、真菌及びプリオンからなる群から選ば
れる請求項１に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１０】
　前記病原体がＲＮＡ又はＤＮＡウイルスである請求項９に記載のＣＲＩｇアンタゴニス
ト。
【請求項１１】
　前記ウイルスがヒト免疫不全ウイルス（ＨＩＶ）、Ａ、Ｂ及びＣ型肝炎ウイルス、単純
疱疹ウイルス（ＨＳＶ）、サイトメガロウイルス（ＣＭＶ）、エプスタイン‐バーウイル
ス（ＥＢＶ）ならびにヒト乳頭腫ウイルス（ＨＰＶ）からなる群から選ばれる請求項１０
に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１２】
　前記病原体が寄生生物である請求項９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１３】
　前記病原体が細菌である請求項９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１４】
　前記病原体が真菌である請求項９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１５】
　前記病原体がプリオンである請求項９に記載のＣＲＩｇアンタゴニスト。
【請求項１６】
　請求項３に記載の抗体をコードする核酸又はその断片。
【請求項１７】
　担体と混合された請求項１又は請求項３に記載のＣＲＩｇアンタゴニストを含む組成物
。
【請求項１８】
　医薬組成物である請求項１７に記載の組成物。
【請求項１９】
　細胞内病原体のＣＲＩｇ媒介補体依存性細胞侵入を阻害するための組成物であって、該
組成物は、ＣＲＩｇアンタゴニストを含み、有効量で必要とする哺乳動物に投与されるこ
とを特徴とする、組成物。
【請求項２０】
　前記哺乳動物である対象がヒトである請求項１９に記載の組成物。
【請求項２１】
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である請求項２０に記載の
組成物。
【請求項２２】
　哺乳動物である対象の血液循環から細胞内病原体を除去するための組成物であって、該
組成物は、ＣＲＩｇアンタゴニストを含み、有効量で該対象に投与されることを特徴とす
る、組成物。
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【請求項２３】
　前記哺乳動物である対象がヒトである請求項２２に記載の組成物。
【請求項２４】
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である請求項２３に記載の
組成物。
【請求項２５】
　感染症の予防又は治療のための組成物であって、該組成物は、ＣＲＩｇアンタゴニスト
を含み、有効量で必要とする哺乳動物である対象に投与されることを特徴とする、組成物
。
【請求項２６】
　前記ＣＲＩｇアンタゴニストが抗ＣＲＩｇ抗体又はその断片である請求項２５に記載の
組成物。
【請求項２７】
　ＣＲＩｇアンタゴニストと、該ＣＲＩｇアンタゴニストを投与して感染症を治療するた
めの使用説明書とを含むキット。
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